










が発達した面が邑になったとされ、全道で 41 ある邑の一つであった。普通学校が 1 面に
1 校の割合で設置される政策（1 面 1 校政策）の最終年である 1936 年には、金泉郡は 1 邑
16 面 172 町洞里となっており、1938 年には金泉邑に金陵面の 7 洞が編入され邑領域が拡
大している。
（2）金泉面の朝鮮人・日本人比率
　1928 年の朝鮮人と日本人の構成を見てみると（表 1 参照）、慶北全体および金泉郡は、
朝鮮人がともに 98％であり、日本人は前者 2％・後者 1.5％であり、金泉郡全体は慶北全
体の値とほぼ同じである。
　しかし、金泉郡の金泉面のみの数値では、朝鮮人 86％・日本人 13％で、郡平均値とは




朝鮮人 日本人 その他 計 朝鮮人％ 日本人％
慶北全体 2,224,016 45,953 2,071 2,272,040 98 2
大邱府 61,457 26,534 618 88,609 69 30
金泉郡 136,535 2,097 151 138,783 98 1.5
金泉面 11,807 1,814 141 13,762 86 13















 9 『東亜日報』1928 年 2 月 13 日。
